


























学校種別 学校数 全学利用 全学利用・ 個別利用の合計
他のLMS 
を利用 LMS未使用
国立大学 87 35（40.2%） 62（71.3%） 7（8%） 10（11.5%）
公立大学 83 13（15.7%） 29（34.9%） 6（7.2%） 35（42.2%）
私立大学 611 105（17.2%） 195（31.9%） 73（11.9%） 301（49.3%）
高　　専 62 17（27.4%） 26（41.9%） 11（17.7%） 24（38.7%）
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〔抄　録〕
オープンソースの学習管理システム（LMS）として人気の高いMoodleであるが，2.xへ
のバージョンアップを経て一層使いやすくなっている。急速に普及したスマートフォンへ
の対応も向上しており，学生の私物端末が利用できれば，普通教室での授業においても学
習支援・授業支援のツールとして十分に活用しうる。また，Moodleサイト同士を連携させ
ることにより教室や学校の枠を越えた学びの可能性も広がっている。
Moodleは多機能である分操作が複雑になる部分もあり,一見手を出しにくいツールでは
あるが,（サイトやサーバーを管理するのではなく）教員として担当授業用のMoodleコー
スを用意するのはそれほど面倒な作業ではなく,「フォーラム」「課題」など設置の容易な一
部のモジュールを利用するだけでも,かなりの学習支援や授業支援（教員の作業の効率化）
になりうる。本稿では,「フォーラム」「フィードバック」「課題」「小テスト」の4つの「活動」
モジュールをとりあげ,2014年度後期の活用事例を通して,これらを用いてどのような活動
が提供できるのか，どのような点で教員が助かるのか,またどのような点に留意すべきか,
具体的に示していく。
